
実施日・場所　  　①令和７年５月１７日（土）　１０：００～　　朝霞市　中央公民館・コミュニティセンター

　　　　　　　　 　  　②令和７年５月２５日（日）　１０：００～　　和光市　坂下公民館

出席者数     　　 ３１名 ①　１２名　　②　５名

意 見 数        　 ４０件 ①　２４件　　②　９件

№ № 実施場所 参加者数 いただいた意見・質問等 組合からの回答（対応）内容

1 1 焼却能力１７５ｔは、１炉か２炉か。 ２炉合計で１７５ｔ（１炉あたり８７．５ｔ）です。

2 2
缶・ビン・プラスチックはこれまでどおり内間木（朝霞市クリーンセンター）で処理す
ることとなるのか。

今回整備する施設は燃えるごみと粗大ごみ（不燃ごみ）のみ。缶・ビン・プラスチックはこれまでどお
りとなります。

3 3 運営期間２０年経過後の建て替えは朝霞市内か。
運営期間は２０年ですが、施設の運用は３５年を想定しています。協定に基づき、次期建設地は朝霞
市内となります。

4 4 ごみ広域処理施設における処理費用と公債費の関係は。公債費は借金か。
公債費は、処理費用とは別に施設建設費用の借金（起債）の返済として１１億円かかることになりま
す。返済期間は、２０年もしくは３０年を想定しています。なお、建設費用に係る公債費は、両市が単
独で建て替えを実施した場合も同様に必要となるものです。

5 5
焼却熱での発電による収益はどの程度を見込むのか。また、今後の人口減少によ
るごみ量減少で想定通りにいかない場合、他市からのごみ受け入れでまかなうか。

発電収益は年間約1億9,500万円程度の見込みです。ごみ量については、20年間の人口推計に基
づき排出量を試算したうえで計算しております。なお、２市以外の他市のごみ受け入れは、緊急時等
を除き想定しておりません。

6 6 建設費の朝霞市負担額が１４９億円となるが、これの積算根拠は。 建設費用、施設が立ち上がるまでの費用は人口割で、運営費用はごみ排出量割で決定します。

7 7 ＳＰＣとは何か。行政からの出向や出資はあるのか。
施設の運営に特化した株式会社のことで、カナデビア㈱からの出資となります。行政からの出向や
出資はありません。

8 8 ごみ広域処理施設における処理費用２１．５億円に運営費は含まれているのか。

２１．５億円は２市の合計額です。そのうち12億５千万円は、現在も両市で実施している収集運搬と
瓶・缶・ペットボトル・プラスチック中間処理等の費用の２市合計額で、差し引き9億円が組合として
の負担額（運営費＝施設運転管理＋焼却灰等の埋め立て費用等）となります。その他公債費約1１億
円が両市の負担となります。

9 9 運営開始後の両市負担の内訳は。 組合経費の９億円に公債費11億円を足した約20億円が両市の負担となります。

10 10 処理費用に発電施設の運営費は含まれているか。 含まれています。

ごみ広域処理施設整備・運営事業　建設工事市民説明会での意見及び回答（対応）

朝霞市中央公
民館・コミュニ
ティセンター

朝霞市民：11名
その他：1名

－　1　－



№ № 実施場所 参加者数 いただいた意見・質問等 組合からの回答（対応）内容

11 11 今後、プラスチック処理施設はどうなるのか。

将来的に両市のごみは、すべて組合で処理することが決まっています。構成市の一方で焼却施設を
設置した場合、もう一方は空くので、朝霞市にプラスチック施設やそれ以外の施設を集約する話は
ありましたが、これは検討段階でもあるので今後、和光市や朝霞市と調整しながら検討していくも
のと思われます。

12 12
和光市のリサイクル展示場がなくなったが、新施設では朝霞市のリサイクル展示と
合わせて和光市分も展示されるのか。

展示場や図書コーナーなどの施設は、新施設内に環境啓発施設として組合で設ける予定。それらの
運用は、両市と協議して決定することとなります。

13 13
防災について、建物のリスクマネジメントとして重要な施設は上に設置していると
思うが、焼却設備に浸水があった場合、再稼働に時間がかかると思うがいかがか。

建設地は浸水想定区域であり、施設建設前に盛土で敷地を２ｍ程度嵩上げします。また、工場棟１階
部分は鉄筋コンクリート造とし、出入口に止水扉や止水シャッターを設け、浸水対策を行います。

14 14
今日の説明会では工事費の説明しかしていないが、本来はＤＢＯ全体で約500億。
運営費用についての説明はないのか。

運営費用は２０年で１６２億円、単年では８億円となります。組合負担額９億円のうち、残る１億円が
組合の直接の人件費や事務費に充てられます。

15 15
カナデビアの不正問題、両市の現施設にも関連のある業者の不正だが、本来であ
れば、説明会の開催前に説明があってしかるべき。今日来ているカナデビア社員か
ら何の説明もないのか。

カナデビアからは、ごみ焼却量や排ガス測定値等について不正があったという説明は受けています
が、説明会の出席者は建設工事の従事者であり、説明できる立場のものではありません。５月１９日
に同社から組合が説明を受ける予定で、その後、組合として今後どのようにしていくか対応を検討
します。

16 16 両市の施設は不正はなかったなのか。 両市の施設における不正はないとカナデビアから聞いています。

17 17 カナデビアからのヒアリング結果等については、組合ＨＰに掲載してほしい。 検討します。

18 18
今回DBO契約ということで運営までということだが、運営まですべて契約が締結
されたということでよいか。

今回、総論的な基本契約と建設工事請負契約、運営業務委託契約の３契約を締結しました。

19 19
今後、契約金額を超過する費用となる可能性はあると思うが、契約変更を行うこと
ができるような特別条項の規定はあるか、また、どうやって契約変更となるのか。

契約約款にはスライド条項の規定があります。事業者から申し出があった場合は、スライド条項の要
件等に該当するのかを組合で検討し、最終的には組合議会での承認を経て契約変更となるものと
考えています。

20 20 構成市のHPには住民説明会開催の掲載がない。 今後は掲載をします。

21 21
カナデビアの不正により運営業務委託契約の前提が崩れており、運営事業者だけ
でも再選定する考えはないか。

不正は運営事業の根幹にかかわる重大な問題であり、今後、組合で検討、判断して対応していきま
す。現時点で即時の契約破棄は考えておりません。まずは５月１９日の説明を待ちたいと思います。

22 22 運営事業の説明会でもあるのに、運営事業者が説明会になぜいないのか。

運営事業者であるカナデビアにおいて不正について説明できる立場の社員の日程調整がつかず、５
月１９日に説明をうけることとなったためこの場にはおりません。お詫び申し上げます。運営内容に
ついて、現時点では案であることから、固まった段階でもう一度お知らせする形になると考えてお
ります。

23 23 パースに鉄塔の記載がないが、実際はどうなるのか。
そのまま残ります。鉄塔の扱いについては最初の段階で東電と協議しています。底地も東電管轄で
す。電気事業法等の規定により高圧電線との離隔距離が必要となるため、建物はすべて南側に配置
しました。

24 24
見学者設備のプロジェクションマッピングは過剰演出ではないか（費用的にも）。決
定か。

プロジェクションマッピングは事業者提案です。展示内容は検討中であり、最終決定ではありませ
ん。

朝霞市民：11名
その他：1名

朝霞市中央公
民館・コミュニ
ティセンター

－　2　－



№ № 実施場所 参加者数 いただいた意見・質問等 組合からの回答（対応）内容

25 1
新施設にプラスチック処理施設がないが、和光市のプラスチック処理はどうなる
か。

令和５年度に清掃センターとは別の場所にヤードを確保しており、民間委託により市外で処理され
ています。新施設建設後も同様です。

26 2 ２０年の運営期間終了後の施設の所有権や運営費の負担はどうなるか。

施設の所有者は組合であり、運営を特別目的会社に委託します。施設は３０年以上の使用を前提に
設計するように事業者に求めており、２０年の運営期間満了後は、新施設の後継施設の建設を見据
えながら、運営事業者を選定し、引き続き運営を続けることを想定しています。運営費は年８億円
で、組合が負担しますが、その財源は構成市からの負担金であり、負担割合はごみ排出量で決めま
す。

27 3
ごみ広域処理施設における処理費用や公債費について説明があったが、毎年の負
担額を整理して説明してほしい。

処理費用２１．５億円は、９億円の組合負担金（８億円が運営費、１億円が組合人件費）のほか、新施設
建設後も引き続き両市で実施することとなる収集運搬等費用等１２．５億円の合計額です。そのほか
に施設建設費用として起債したものの償還分として１１．４億円の負担があります。

28 4
DBO方式について詳しく説明してほしい。また、PFIの場合、民間の資金調達が通
常であるが、今回は資金調達をすべて組合で行い、返済等の管理も組合が主体と
いうことでよいか。

通常は設計してから発注となりますが、今回はプラント施設であり、民間事業者の高度な知見を活
用するため、設計・施工・運営を一体で発注するDBO方式としました。資金調達についてはご指摘
のとおりです。民間による資金調達より公共のほうが低金利であるため、組合が資金調達すること
としました。

29 5
マテリアルリサイクル推進施設におけるレアメタル等への対応や、充電池の発火な
どの回収時のトラブルを防ぐため、後から（施設への）機能が追加されていくと思う
が、そういった場合への対応は。

電池や蛍光管などは両市において分別回収されており、それ以外の不燃ごみは破砕機にかけ、鉄と
アルミは分別し売却しています。金やパラジウムなどのレアメタルが含まれる携帯電話等は、不燃ご
みからピックアップして売払いしています。基本的な分別は、現在両市が採用している方式を踏襲す
るが、現在の技術では破砕機内で直接レアメタルを取ることはできないので、将来的に新しい技術
提案があれば採用していきたいと考えます。

30 6 将来的な拡張性を持たせた施設となっているのか。
現在設計中ですが、いただいた意見も踏まえ、事業者と調整の上、将来的な拡張性についても加味
できるような設計としたいと考えます。

31 7
平面図では出入口が１か所となっているが、一般車がつかえて収集車が動けなくな
る可能性はないか。

朝霞・和光の両市から多数の車が来場することが想定されるため、一般車と収集車の動線を分け、
計量も別とし、物を降ろすプラットホームを１階が一般車両、２階が収集車と分けます。滞留時間を
短くするため、場内の周回道路を活用し、できるだけ敷地内に車両を収めることを想定しており、事
業者提案では最大８４台が収容可能となる見込みです。また、受付や料金支払いは車を降りずに行
えるドライブスルー方式を採用する予定です。

32 8
今回解体する施設は平成２年以前の施設であり、少し前の土壌汚染の基準
で処理されていると思うが、土壌汚染について、想定外のものが出たら工期
は延びるのか。

工事発注の初期段階で組合がボーリング調査を実施し把握しています。また、事業者も６月から調
査を行います。実際には掘削してみないとわからない部分がありますが、そうしたリスクも踏まえて
工期設定はしております。突発的に発生した場合の工期リスクはあるが、できる限り大きく工期に影
響しないように工事を行っていきます。

33 9
本事業においては、物価や人件費高騰を加味して受注しているという理解でよい
か。

契約においては国土交通省の契約約款を基にしているが、約款にはスライド条項の規定があり、突
発的な事態が発生した場合、指標を基に事業者と協議し、必要があれば契約金額を増額する場合も
あります。事業者から申し出があった場合は、様々な指標を見て協議して決定することとなります。

和光市民：３名
朝霞市民：２名

和光市坂下公
民館

－　3　－


